
延
享
四
年

（
承
前）

〇

冬、
「
神
わ
ざ」
を
清
書
し
て
飛
烏
山
の
金
輪
寺
に
納
め
る。
（
静
嘉
堂
文

庫
蔵
『
神
和
佐

花
見
乃
口
遊
等

合
巻』
他）

延
享
五
年
（
寃
延
元
年）

戊
辰
一
七
四
八

六
十
歳

0

正
月
二
十
九
日、
御
側
衆
巨
勢
伊
豆
守
至
信
よ
り
御
書
物
奉
行
桂
山
三
郎

左
衛
門
へ
の
書
物
返
却
を
取
り
次
ぐ。
（「
御
書
物
方
H
記」
第
三
十
四
冊）

丁
卯
一
七
四
七

五
十
九
歳

「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
五）」
の
事
項

成
島
信
遍
年
譜
稿

本
稿
は、
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
五）」
（『
鯉
城
往
来』
一一
五
号、

―1
0―一
三
年一
月一―1
0
日。
拙
稿
⑮）
の
続
稿
で
あ
る。
以
下、
拙
稿
⑳
の
年

譜
事
項
の
み
を
挙
げ
て
続
稿
へ
の
橋
渡
し
と
す
る。
便
宜
的
な
処
置
で
あ
る

が、
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い。

（一

ぷ＇
六）

正
月、
服
部
南
郭
を
訪
問
す
る
も
不
在
の
た
め、
七
絶
二
首
を
残
す。
後

に
南
郭
よ
り
和
詩
を
贈
ら
れ
る。
（『
南
郭
先
生
文
集』
四
編）

0
一二
月
十
八
日、
「
富
士
の
画
記」
（『
全
集』
巻
十一
他）
を
記
す。

0

四
月
二
十
九
日、
御
側
衆
巨
勢
伊
豆
守
至
信
よ
り
御
書
物
奉
行
近
藤
源
次

郎
へ
の
書
物
返
却
を
取
り
次
ぐ。
（「
御
書
物
方
日
記」
第一一一
十
四
冊）

0

六
月
十
七
日、「
題
琴
台
問
査」
（『
韓
館
唱
和
編』
所
収）
を
撰
文
す
る。

△

八
月
十
五
日、
後
に
和
鼎
の
養
子
と
な
る
北
角
勝
雄
出
生。
（
国
立
公
文

書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
諸
家
系
譜』）

0

八
月、
「
清
間
餘
興
叙」
（『
清
間
餘
典』
所
収）
を
撰
文
す
る。

0

秋、
「
汝
が
爺」
（『
全
集』
巻
三）
を
記
す。

△

十
月
十
H、
和
鼎、
御
鷹
匠
見
習
に
召
し
出
さ
れ
る。
（『
諸
家
系
譜』）

〇

閏
十
月
十
八
H、
「
庶
物
類
纂」
返
却
に
つ
い
て、
御
書
物
奉
行
深
見
新

兵
衛
と
協
議
す
る。
（「
御
書
物
方
日
記」
第一二
十
五
冊）

十一
月、
「
処
世
訓
示
蒙」
（『
芙
蓉
楼
玉
屑』
所
収）
を
著
す。

゜ ゜

【
キ
ー
ワ
ー
ド】
成
島
信
遍、
身
延
山
久
遠
寺、
日
潮、
身
延
山
図
経、
北
澤
光
昭

久
保
田

啓
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二
月、

身
延
山
久
遠
寺
の
日
潮
よ
り
示
さ
れ
た
「
延
嶽
図」

に
基
つ
い
て

詠
ま
れ
た
「
金
粟
館」

以
下
の
詩
を
編
む。

ま
た、

こ
の
頃、
「
延
嶽
図
詩

引」
「
題
延
嶽
図
奉
謝
日
潮
尊
者
恵
脱」

を
作
る
か。
（
身
延
山
久
遠
寺
身
延

文
庫
蔵
書
画
貼
交
屏
風）

日
蓮
宗
光
徳
寺
（
札
幌
市）

住
職
北
澤
光
昭
氏
著
『『
身
延
山
図
経』

の
研

究』
（
地
人
館、
一

九
九
八
年
六
月一
五
H。

以
下
「
本
書」

と
称
す
る）

は、

身
延
山
久
遠
寺
蔵
版
『
身
延
山
図
経』
（
以
下
『
図
経』

と
称
す
る）

に
関
す

る
初
め
て
の
詳
細
な
研
究
書
で
あ
る。

可
能
な
限
り
伝
本
を
博
捜
し
て
そ
の
比

較
検
討
に
努
め、

複
雑
な
成
立
状
況
を
考
察
し、

収
録
さ
れ
た
詩
文
の
作
者
を

考
証
し
た
上
で、

久
遠
寺
の
身
延
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
扇
面
の
写
本
本
文
と
の
対

校
を
果
す
な
ど、

厳
密
を
極
め
た
調
査
が
展
開
さ
れ
る。

こ
れ
に
よ
り、

信
遍

が
久
遠
寺
及
び
『
図
経』

の
成
立
に
深
く
関
与
し
た
事
実
が
示
さ
れ
た。

信
遍

の
事
績
が
寛
保
・
延
享
年
間
に
跨
り、
一
っ
―
つ
の
項
を
年
譜
稿
に
断
片
と
し

て
処
々
挿
入
す
る
の
が
難
し
い
た
め、

補
遺
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
掲
げ
る
こ

寛゚
保
二
年

壬
戌

寛
保
・
延
享
年
間
補
遺一

七
四
二

成
島
信
遍
年
譜
稿
（―
-
十
六）

五
十
四
歳

と
と
し
た。

奥
書
等
で
年
代
の
特
定
が
可
能
な
も
の
は
立
項
す
る
が、

前
後
数

年
の
幅
を
持
た
せ
て
言
及
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を、

予
め
お
断
り
し
て
お
き

た
い。

な
お、

本
書
で
指
摘
さ
れ
た
事
実
を
逐
一

引
用
す
る
わ
け
に
も
い
か

ず、

詳
細
に
つ
い
て
は
本
害
の
参
照
を
お
願
い
す
る。

そ
の
た
め
の
便
宜
と
し

て、

本
書
の
該
当
頁
を
掲
げ
る。

版
本
『
図
経』

が
身
延
山一
二
六
世
H
潮
入
山
後
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
北
澤
氏

の
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
（
本
書一
一
八
0
頁）。

し
か
し、

各
伝
本
に
は
刊
記

が
な
く、

巻
頭
近
く
に
逐
次
増
補
さ
れ
て
い
く、

歴
代
住
持
に
与
え
ら
れ
た
綸

旨
の
年
記
に
よ
っ
て、

お
よ
そ
の
印
刷
時
期
を
知
り
得
る
に
留
ま
る
と
い
う
点

で、

書
誌
事
項
の
確
定
は
困
難
を
極
め
る。

北
澤
氏
に
よ
れ
ば、

第一

次
刊
行

は
「一
二
六
世
日
潮
入
山
の
元
文
元
年
（
一
七一
1一
六）

九
月一
一
五
日
以
降、

同
師

賜
綸
旨
の
寛
保―
1一
年
（
一
七
四
三）

閏
四
月一
――
-
H
以
前
の
七
年
間」
（
本
書

ニ
八
0
頁）

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が、

少
な
く
と
も
下
巻
に
は
延
享
期
成
立
の

詩
文
が
点
在
し、

本
書
収
録
の
上
中
下
三
巻
三
冊
本
の
形
態
が
ど
こ
ま
で
遡
り

得
る
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る。

信
遍
が
『
図
経』

成
立
に
関
与
し
た
の

は
下
巻
（
外
題
「
身
延
山
詩
偶

下」、

内
題
「
身
延
山
詩
下
巻」）

の
編
纂
か

ら
と
見
ら
れ、

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
詩
文
の
成
立
時
期
と
併
せ
て
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
が、

そ
の
際
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
が、

本
書
に
付
載
さ
れ
る

身
延
文
庫
蔵
書
画
貼
交
屏
風
（
以
下、
「
屏
風」

と
称
す
る）

の
作
品
群
（
本

書
三
九
六
頁
以
下
に
翻
字
と
影
印
が
掲
げ
ら
れ
る）

で
あ
る。

こ
れ
ら
に
記
載

の
あ
る
作
者
名
や
年
記
が
『
図
経』

で
は
省
か
れ
た
り
異
同
を
有
し
た
り
す
る

の
で、

互
い
の
参
看
が
不
可
欠
の
作
業
と
な
る。
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l
「
金
粟
館」

鳴
鳳
卿

5
「
摩
尼
嶺」

6
「
白
象
菌」

嗚
梅
卿

9
「
牛
首
径」

坂
達
経

10
「
月
印
橋」

林」

阪
信
堅

13
「
琥
珀
棗」

14
「
寿
星
巌」

16
「
不
滅
塔」

17
「
延
寿
泉」

坂
矩
明

18
「
返
照
館」

馬
之
白

「
嬢
霞
軒」

坂
伊
教

20
「
法
鼓
楼」

長
之
義

21
「
太
平
橋」

22
「
重

味
延
嶽
図
中
一

境

朝
陽
洞

得
氷
字」

嗚
鳳
卿

23
「
又
得
香
字」

24
「
忍
辱
巌

得
声
字」

25
「
般
若
豪

得
衣
字」

嗚
梅
卿

26
「
獅

子
松

得
宋r
字」

27
「
五
雲
峰

得
峰
字」

阪
信
堅

28
「
鷹
鳥
岳

得
微
字」

29
「
富
士
胄叩

得
深
字」

坂
伊
教

30
「
長
舌
泉

得
峰
字」

長
方
義

31
「
湧
出
村

得
城
字」

32
「
白
奄
楼

得
楼
字」

祁
芳
充

33
「
菩
提
梯

得
梯
字」

34
「
丹
雀
嶺

得
飛
字」

桐
喬
直

得
苔
字」

36
「
宝
樹
林

得
林
字」

阪
達
経

得
雄
字」

40
「
石
門

38
「
初
利
門

得
聞
字」

馬
之
白

寛
保
二
年
之
春―
一
月

以
上
の
四
十
首
の
後
ろ
に
次
の
奥
書
が
あ
る。

東
都
中
秘
書
少
監
鳴
鳳
卿
揮
筆
芙
蓉
楼
中
燈
火

得
棗
字」

39
「
甘
露
門

法
石

37
「
婚
竜
石

得
心
字」

阪
矩
明

ま
ず、

寛
保―
一
年
に
信
遍
が
編
ん
で
身
延
山
久
遠
寺
に
奉
呈
し
た
と
思
わ
れ

る
四
十
首
の
詩
題
と
作
者
名
を、

屏
風
の
本
文
に
従
っ
て
掲
げ
る。

便
宜
上、

通
し
番
号
を
付
し
た。

題
は
「

」

に
入
れ、

作
者
名
が
明
記
さ
れ
る
場
合
は

詩
題
の
下
に
添
え
る。

な
お、

1
か
ら
21
ま
で
は
五
言
絶
旬、

22
か
ら
40
ま
で

2
「
羅
漢
閣」

3
「
鶯
谷」

7
「
飛
来
峰」

35
「
説 ���

11
「
真
如
海」

15
「
羽
衣
橋」

祁
芳
充

4
「
無
熱
池」

8
「
醍
醐
谷」

12
「
栴
檀

は
七
言
絶
旬
と
な
る。

鳳
卿

こ
こ
で
改
め
て
屏
風
の
本
文
に
よ
っ
て
知
り
得
る
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た

ま
ず、

末
尾
の
奥
書
に
よ
っ
て、

値
遍
が
四
十
首
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
窟

保
二
年
二
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た。

な
お、

北
澤
氏
は
侶
遍
奥

書
の
「
鳴
鳳
卿」

の
下
の
文
字
を
「
拝
」

と
読
む
（
本
書
四
0
五
頁）

が、

四
一

六
頁
の
原
本
図
版
に
拠
れ
ば
「
揮」

で
あ
る。

次
に、

版
本
『
図
経』

で
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
作
者
名
が
屏
風
の
本
文

で
は
明
記
さ
れ
て
い
る。

具
体
的
に
い
え
ば、

版
本
で
は
無
記
名
で
あ
っ
た
6

の
鳴
梅
卿、

12
の
阪
信
堅、

32
の
祁
芳
充、

そ
し
て
36
の
阪
達
経
の
作
者
名
が

補
わ
れ
た。

こ
れ
に
よ
っ
て、

た
と
え
ば
嗚
鳳
卿
作
は
1
\
5、

嗚
梅
卿
作
は

6
i
8、

坂
達
経
作
は
9
i
ll、

阪
信
堅
作
は
12
i
14、

祁
芳
充
作
は
15
.

16、

坂
矩
明
作
は
17、

馬
之
白
作
は
18、

坂
伊
教
作
は
19、

長
之
義
作
は
20
.

21
の
よ
う
に、

記
名
の
あ
る
作
か
ら
次
の
記
名
の
前
ま
で
の
一

連
を
同
一

人
物

の
作
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た。

北
澤
氏
の
作
者
推
定
は
こ
の
原
則

に
依
拠
し
て
お
り、

首
肯
で
き
る。

な
ぜ
版
本
『
図
経』

の
記
名
に
不
備
が
生

じ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が、

四
十
首
の
う
ち、

1
i
5、

22
i
24
の
八
首
を
信

遍
が
作
っ
た
と
の
推
定
は
成
り
立
つ
と
考
え
て
お
く。

さ
ら
に
北
澤
氏
は、

屏
風
に
貼
ら
れ
た
嗚
鳳
卿
撰
「
延
嶽
図
詩
引」

と
「
題

延
嶽
図
奉
謝
H
潮
諄
者
恵
脱」

以
下
の
八
首
（
作
者
は、

鳴
鳳
卿、

鳴
梅
卿、

（

マ

マ
）

坂
達
経、

垣
芳
充、

桐
喬
直、

長
方
義、

坂
以
教、

阪
信
堅
の
八
名）

も、

紙

高
が
同
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
先
掲
の
四
十
首
と
と
も
に
一

巻
を
成
し
て
い
た
で

し‘

之
下
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『
図
経』

あ
ろ
う
と
推
定
し、

同
時
期
の
成
立
と
見
な
し
た
（
同
書――1
0
0
頁
）

。

版
本

で
は、

八
首
の
題
は
一

首
目
が
「
題
延
岳
図」

で、
一
一
首
目
か
ら
七

首
目
は
「
仝
」、

八
首
目
は
「
同」

と
あ
る
の
み、

作
者
名
は
三
首
目
に
「
阪

達
経」、

八
首
目
に
「
阪
信
堅」

と
明
記
さ
れ
る
他
は
無
記
名
と
な
っ
て
い
て、

屏
風
の
情
報
が
な
ぜ
版
本
に
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
か、

疑
問
の
残
る
と
こ
ろ

で
あ
る。

四
十
首
の
末
尾
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
寛
保―
一
年
二
月
が
「
延
嶽
図
詩

引」

以
下
の
成
立
と
直
結
す
る
か
ど
う
か
は
厳
密
に
は
確
定
で
き
な
い
が、

北

澤
氏
の
推
定
に
従
い、

同
じ
頃
の
成
立
と
し
て
同
項
に
含
め
る
こ
と
と
し
た。

最
後
に、

屏
風
及
び
版
本
『
図
経』

下
巻
の
主
要
部
分
を
占
め
る
詩
文
の、

信
遍
以
外
の
作
者
た
ち
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く。

北
澤
氏
の
「
巻
中
・

下
の

作
品
収
録
者
略
伝」
（
本
書――1
01
―
i-―1
0
六
頁
）

に
考
証
が
示
さ
れ
る
が、

信
遍
の
伝
記
に
即
し
て
考
察
す
る
と、

新
た
な
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

ょ
う
に
思
う。

ま
ず
鳴
梅
卿
が
信
遍
嫡
男
の
和
鼎、

坂
伊
教
が
侶
遍
の
門
弟
坂

倉
源
次
郎
伊
教
（
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
八
）

」
・
「
成
島
桐
遍
年
譜
稿

（
十
九
）

」。

拙
稿
⑱
・

⑲
）

で
あ
る
こ
と
で、

値
遍
が
身
近
な
知
友
·

門
弟
に

声
を
か
け
て
作
品
を
集
め
た
と
い
う
経
緯
が
想
定
で
き
よ
う。

ま
た、

祁
芳

充
·

垣
芳
充
と
呼
称
さ
れ
る
村
垣
芳
充
は、

寛
保
二
年
当
時
は
御
広
敷
の
添
番

を
勤
め、

延
享一
一
年
（
一

七
四
五
）

九
月
一

日
よ
り
西
丸
勤
め
と
な
る
（
『
新

訂
窟
政
重
修
諸
家
譜』

十
九、
一

九
八
頁
）

。

吉
宗
の
退
隠
に
伴
う
西
丸
へ
の
異

動
は
ま
さ
に
信
遍
と
共
通
す
る
（
拙
稿
⑲
参
照
）

の
で、

芳
充
が
信
遍
と
好
誼

を
結
ん
で
い
た
と
の
推
定
は
可
能
だ
ろ
う。

さ
ら
に、

上
記
の
人
々
と
信
遍
の

関
係
を
敷
術
さ
せ
れ
ば、

坂
・

阪
姓
の
達
経
・

信
堅
・

矩
明
ら
も、

伊
教
と
同

じ
く
金
座
に
関
わ
る
坂
倉
家
の
人
々
か
も
し
れ
な
い
。

現
に
金
座
の
小
判
師
坂

倉
九
郎
次
は
甥
の
伊
教
を
通
し
て
信
遍
と
文
雅
の
交
わ
り
を
持
っ
た
（
拙
稿

⑲)
。さ

ら
に、

四
十
首
や
八
首
に
は
含
ま
れ
な
い
が、

版
本
『
図
経』

下
巻
に

は、

桂
山
義
樹
君
華
「
身
延
山」

七
律
や
麦
斎
高
融
（
屏
風
で
は
「
願
斎
高

融」。

本
害――1
0
四
頁）
「
題
身
延
山

次
潮
上
人
韻」

七
律
の
作
が
見
え
る。

桂
山
に
つ
い
て
は
北
澤
氏
の
考
証
は
な
い
が、

こ
の
桂
山
は
幕
府
の
御
書
物
奉

行
で
信
遍
と
も
公
務
上
の
接
点
を
多
く
有
す
る
桂
山
三
郎
左
衛
門
（
号
彩
巌
）

で
あ
り、

高
融
は
桂
山
三
郎
左
衛
門
の
同
僚
で
あ
っ
た
御
書
物
奉
行
深
見
新
兵

衛
（
号
有
隣
）

と
知
ら
れ
る。

つ
ま
り、

四
十
首
や
八
首
を
核
と
し
て、

版
本

『
図
経』

下
巻
全
体
に
ま
で
信
遍
の
人
脈
は
広
く
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る。

信
遍
の
築
き
上
げ
た
公
私
の
交
遊
圏
に
は、

さ
ま
ざ
ま

な
形
で
確
か
な
位
置
を
占
め
る
人
々
が
存
在
す
る。

彼
ら
に
声
を
か
け、

身
延

山
の
名
所
を
題
と
し
た
五
絶
や、

詩
会
に
お
い
て
韻
簸
を
選
ん
で
七
絶
を
詠
ま

せ
る。

桂
山
や
深
見
に
は
別
格
と
い
う
形
で
参
加
を
求
め
た
と
い
う
と
こ
ろ

ヵ
な
お、

日
潮
と
信
遍
の
交
友
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る。

版
本
『
図
経』

巻
下
に
は
源
鳳
卿
「
奉
送
日
潮
上
人
還
山
歌」

が
掲
載
さ

れ
る
（
本
書一
一
五
四
ー
ニ
五
六
頁
）

が、

H
潮
が
身
延
山
久
遠
寺
に
人
っ
た
後

の
成
立
と
し
か
い
え
ず、

屏
風
に
も
当
該
作
は
見
ら
れ
な
い
の
で、

日
時
を
確

定
し
て
年
譜
の
一

項
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

(

2
)
 

(

3
)
 

五

(

7
)
 (

4
)
 

(

6
)
 

(

5
)
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誰

識遥
天
閑

遍
照
下
方
人

摩
尼
嶺

掌
上
見
摩
尼

遍
＜
照
ら
す
下
方
の
人

掌
上
摩
尼
を
見
る

誰
か
識
る
天
棚
に
逼
ら
ん
と

(

l

)
 

人
間
氷
雪
H

水
暖
出
芙
蓉

人
間
氷
雪
の
H

水
暖
か
に
し
て
芙
蓉
を
出
す

鳴
鳳
卿
撰

�
都
鳴
鳳
卿
（『
図
経』）

妙
相
誰
伝
忍
辱
名

(

13
)
 

瑞
雲
香
霧
続
嵩
生

天
竜
夜
潟
青
苔
露

滴
々
総
為
柔
帳
声

無
熱
池

盛
夏
無
炎
熱

宝
池
玉
作
砂

滴
々
と
し
て
総
て
柔
頼
の
声
を
為
す

妙
相
誰
か
伝
ふ
忍
辱
の
名

瑞
雲
香
霧
嵩
を
続
り
て
生
ず

天
竜
夜
潟
ぐ
青
苔
の
露

宝
池
の
玉
砂
と
作
る

(

12
)
 

忍
辱
巌

得
声
字

盛
夏
炎
熱
無
し

鶯
々
似
瀕
迦

疑
是
東
方
慧
H
光

間
関
在
幽
谷

好
音
自
鵜
中

出
谷
遷
喬
木

好
音
鵜
中
よ
り
し

谷
を
出
で
て
喬
木
に
遷
る

又
得
香
字

洞
口
遥
聞
菩
薩
香

(

11
)
 

摩
尼
嶺
下
彩
雲
長

前
峰
飛
上
三
竿
影

摩
尼
嶺
下
彩
雲
長
し

前
峰
飛
び
上
る
三
竿
の
影

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
東
方
慧
H
の
光
か
と

洞
口
遥
か
に
聞
く
菩
薩
香

間
関
と
し
て
幽
谷
に
在
り

鶯
々
瀕
迦
に
似
た
り

鶯
谷

想
昔
在
霊
山

瞳
仰
受
記
別

夜
は
明
月
を
将
つ
て
翁
燈
と
作
る

想
ふ
昔
霊
山
に
在
り
て

瞳
仰
し
て
記
別
を
受
け
し
こ
と
を

山
中
山
下
白
雲
層

(

10
)
 

洞
裡
神
仙
朝
咽
泳

手
把
金
経
迎
日
坐

夜
将
明
月
作
翁
燈

声
聞
五
百
身

閣
上
厳
羅
列

(

8
)
 

羅
漢
閣

洞
裡
の
神
仙
朝
に
沐
を
噌
む

手
に
金
経
を
把
り
て
日
を
迎
へ
て
坐
し

声
聞
五
百
の
身

閣
上
懺
と
し
て
羅
列
す

玲
瀧
作
明
月

(

9
)
 

重
味
延
嶽
図
中一
境

朝
陽
洞

得
氷
字

鳴
鳳
卿

玲
瀧
と
し
て
明
月
と
作
る

山
中
山
下
白
雲
層
な
り 六
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延
享
元
年

0

六
月 、
日
潮
の
要
請
に
よ
り 、
「
ふ
つ
ほ
う
そ
う」
を一
首
の
頭
に
置
く

六
首
と 、
「
詠
身
延
山
三
宝
鳥
長
歌
井
反
歌」
を
作
る
か 。
（
身
延
山
久
遠
寺

身
延
文
眼
蔵
書
画
貼
交
屏
風・
版
本
『
図
経』）

版
本
『
図
経』
巻
下
の
末
丁
と
奥
付
「
法
華
宗
門
書
堂

京
都
三
条
通
烏
丸

東
江

入
町

書
林

平
楽
寺
村
上
勘
兵
衛」
と
の
間
に 、
「
寂
妙
居
士
敬
白」

と
作
者
名
を
記
し
た
和
歌
六
首
と
詞
書 、
そ
し
て
「
詠
身
延
山一二
宝
烏
長
歌
井

(

11
)
 

(

12
)
 

(

13
)
 

(

9
)
 

(

10
)
 

(

8
)
 

(

7
)
 

(

6
)
 

(

5
)
 

(

4
)
 

(

3
)
 

(

2
)
 

甲
子
一
七
四
四

五
十
六
歳

視
諸
掌
也 。
臥
遊
乎 、
臥
遊
乎

�
ナ
シ
（『
図
経』）

暇
日

�
H
（
本
書
の
翻
刻）

嶽

ー
岳
（『
図
経』）

奉
謝
日
潮
尊
者
恵
脱

嗚
鳳
卿

I
ナ
シ
（『
図
経』）

見

ー
看
（『
図
経』）

mr
軸
（
本
書
の
翻
刻・
『
図
経』）

閣

ー
「
松」
を
見
消
に
し
て
「
閣」
に
改
め
る

↑
詠
（『
図
経』）

沐

氷
（『
図
経』）

麿

――〈
(『
図
経』）

巌

�石
（『
図
経』）

雲

ー
雪
（
本
書
の
翻
刻）

七

返
歌」
が 、
1

1

T

に
わ
た
っ
て
挿
人
さ
れ
て
い
る
（
本
書一一
六
七
＼―-

七
〇

頁） 。
さ
ら
に 、
北
澤
氏
に
よ
り 、
身
延
文
庫
の
書
画
貼
交
屏
風
の
写
本
が
紹

介
さ
れ 、
「
ふ
つ
ほ
う
そ
う」
六
首
の
末
尾
に
「
延
享
改
元
之
夏
六
月
旬

寂

妙
居
士
敬
白」
と
の
奥
書
が
あ
る
こ
と 、
「
詠
身
延
山――一
宝
鳥
長
歌
井
反
歌」

題
の
下
に
「
侶
遍」
と
作
者
名
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
（
図
版
は

本
書
四
0
六
頁 、
翻
刻
は一
1一
九
六
＼

三
九
七
頁
に
掲
載） 。
「
ふ
つ
ほ
う
そ
う」

六
首
の
詞
書
に
は 、
「
な
が
き
も
み
じ
か
き
を
も
そ
へ
て」
（
版
本
『
図
経』）

奉
星
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
の
で 、
六
首
と
長
歌・
反
歌
は一
連
の
作
と
し
て
把

握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず 、
屏
風
の
写
本
の
記
述
に
従
え
ば 、
寂
妙
居
士
は
即

ち
信
遍
を
指
す
こ
と
に
な
る
（
同
書一一
九
五
頁） 。
こ
の
北
澤
氏
に
よ
る
推
測

は
誠
に
尤
も
と
い
う
他
は
な
い 。
問
題
は 、
信
遍
の
法
号
は
寂
然
で
あ
り
寂
妙

で
は
な
い
と
い
う
事
実
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る 。
信
遍
が
寂
然
居
士
な
る
法
号

を
使
用
し
始
め
た
の
は 、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
延
享
二
年
（一
七
四
五）
夏

の
「
真
甫
翁
遺
草
の
序」
撰
文
か
ら
で
あ
っ
た
（
拙
稿
⑲） 。
も
し 、
寂
然
に

先
立
つ
法
号
と
し
て
寂
妙
を
使
用
し
た
こ
と
が
資
料
の
裏
付
け
を
伴
っ
て
確
認

さ
れ
れ
ば 、
北
澤
氏
の
推
測
に
全
面
的
に
依
拠
で
き
る
の
だ
が 、
現
時
点
で
は

ま
だ
確
証
が
得
ら
れ
な
い
た
め 、
断
定
を
避
け
る 。

屏
風
の
写
本
本
文
は
本
書
に
翻
刻
さ
れ
る
の
で 、
本
稿
で
は
版
本
『
図
経』

の
翻
字
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る 。
写
本
本
文
や
翻
刻
と
の
異
同
は 、
こ
れ
ま
で

同
様
注
記
し
て
示
す 。
適
宜
旬
読
点・
濁
点
な
ど
を
補
う
の
も
従
前
通
り
で
あ

る 。
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法
の
庭

か
り
に
影
こ
そ

あ
り
け
り
と

聞
わ
け
て

玉
の
こ
ゑ

み
の
る
こ
の
み
を

し
る
し
を
き

し
ら
べ
あ
は
せ
し

よ
は
の
か
ぜ

吹
つ
く
し
た
る

し
げ
る
は
や
し
の

(

7
〉室
の
扉
に

木
が
く
れ
に

む
か
し
も
常
に

さ
し
そ
へ
て

匂
へ
る
花
も

ひ
る
が
へ
り

こ
が
ね
の
言
葉

こ
れ
を
思
へ
ば

む
か
し
へ
や

者
闇
謝
山
に

す
む
月
の

妙
な
る
ひ
か
り

は
る
か
に
聞
も

(

6
)
 

詠
身
延
山一
二
宝
鳥
長
歌
井
返
歌

鳥
す
ら
も

み
の
ぶ
の
山
は

か
い
が
ね
の

さ
や
に
も
み
へ
ぬ

時
津
か
ぜ

金
の
つ
ば
さ

南
に
め
ぐ
る

浪
こ
、

も
と
に

(

4
)
 

う
へ
も
な
き
法
の
誓
を
白
雲
の
か
さ
な
る
山
に
す
む
と
り
の
声

そ
ぽ
ち
ぬ
る
露
わ
け
衣
き
く
人
に
山
路
の
と
り
も
な
れ
つ
A

や
暗

(

5
)
 

う
き
世
を
ば
よ
そ
な
る
山
の
松
風
に
声
を
あ
は
せ
て
仏
法
僧
嗚

か
ぎ
り
な
き

い
の
ち
の
ほ
と
け

よ
つ
の
洲
さ
き
に

世
に

い
ろ
く
ず
に

甲
斐
の
国
身
延
の
山
に、

こ
と
し
仏
法
僧
の
烏
暗
わ
た
り
し
と
な

む。

H
潮
大
と
こ、

是
を
偽
と
な
し
伝
へ
給
ひ
ぬ。

ま
こ
と
に
大
乗

(

l
)
 

三
宝
の
む
ね
を
揚
え
む
に
し
て、

言
々
玉
の
響
あ
り。

大
和
歌
に

(

2
)
 

つ
ゞ

り
よ
せ
て
ま
い
ら
す
べ
き
よ
し
う
け
給
は
る
を、

松
の
尾
山
の

曙
に
聞
も
な
ら
は
ぬ
も
の
か
ら、

聯
そ
の
名
を
首
の
か
み
に
す
へ

て、

は
へ
な
き
こ
と
の
葉、

又
な
が
き
も
み
じ
か
き
を
も
そ
へ
て、

つ
ま
木
と
り
な
つ
み
水
汲
む
山
中
に
鳥
も
み
の
り
の
声
か
は
す
ら
し

ほ
く
ゑ
こ
そ
な
み
の
法
に
は
す
ぐ
れ
た
れ
み
山
の
鳥
の
あ
と
ふ
り
し

う
つ
せ
み
の

す
へ
ざ
り
し

声
も
な
を

み
な
誠
な
る

と
ぶ
と
り
の

日
の
も
と
の

雲
間
よ
り

こ
ゑ
立
て
、

こ
と
の
葉
の

さ
て
と
も
し
火
の

三
の
車
の

そ
の
た
ら
ち
ね
の

あ
ま
ね
く
潤
ふ

五
百
重
の
浪
の

う
ま
れ
あ
ふ

た
の
も
し
き

お
も
ひ
の
家
を

す
ゞ
し
さ
や

治
り
な
び
く

立
つ
ゞ

く

及
ぶ
め
ぐ
み
ぞ

―

つ
の
み
ち
の

そ
の
海
原
の

た
ぐ
ひ
な
き

ま
し
ま
せ
る

う
ち
羽
ぶ
き

こ
の
ご
ろ
な
の
る

法
の
を
し
へ
を

ひ
じ
り
の
住
る

迦
陵
頻
峨
の

さ
え
づ
る
と

ゆ
へ
な
ら
ん

浜
の
真
砂
の

三
つ
の
宝
の

伝
ふ
る
人
や

楼
た
か
く

あ
ら
は
れ
出
し

そ
の
か
げ
に

ら
ん

あ
ま
つ
露

そ
、

ぐ
心
の

玉
の
巖
に

ふ
た
つ
な
き
み
の
り
の
門
に
な
れ
の
み
や
み
つ
の
た
か
ら
と
鳥
の
暗

か
は
れ
ど
も

同
じ
恵
の

世
に
み
ち
て

味
ふ
か
き

(

3
)
 

寂
妙
居
士
敬
白

あ
ら
じ
か
し

法
の
あ
め

う
へ
る
草
木
は

ま
い
ら
せ
ぬ
る
も
の
な
ら
し。

こ
A

ろ
に
は

い
た
ら
ぬ
隅
も

玉
く
し
げ

ふ
た
み
に
あ
ら
ぬ

教
こ
そ

か
け
ご
に
塵
も

月
雪
も

す
が
た
ぞ
と

む
な
し
き
か
ら
と

た
れ
か
み
む

花
よ
も
み
ぢ
よ

出
し
め
て

も
と
つ
ね
が
ひ
を

か
な
へ
し
や

う
つ
ほ
に
あ
ら
ぬ

行
み
ち
の

わ
れ
人
に

か
く
れ
け
れ

ほ
の
K
＼
と

世
々
に
照
し
て

J\ 



，
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な
お、

版
本
『
図
経』

巻
下
所
収
の
日
潮
「
三
宝
鳥
井
引」

の
冒
頭
に、

今
滋
甲
子
孟
夏
朔一
1一
宝
烏
出
嗚

の
一

節
が
あ
る
（―
-
六
一

頁）。

延
享
元
年
四
月
朔
日
に
身
延
山
で
仏
法
僧
が

嗚
き、

そ
れ
を
奇
瑞
と
し
た
日
潮
が
信
遍
に
詠
歌
を
依
頼
し
た
と
す
れ
ば、

六

(

8
)
 

(

7
)
 

室

�
（
本
書
の
翻
刻）

み
の
り

�
の
り
（
屏
風）

「
信
遍」

と
あ
る。
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(
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)
 

え
に
し
な
ら
な
む

も
し
ほ
雌

か
き
つ
む
筆
も

な
か
り
け
む

衣
の
珠
の

か
ず
な
ら
ぬ

う
ま
る
べ
き

反
歌

(

8
)
 

山
ふ
か
み
行
ば
み
の
り
の
か
い
あ
れ
や
仏
法
僧
喘
声
を
と
も
に
て

む
ね
を

1
む
ね
（
屏
風）

よ
せ
て

1
よ
せ
（
屏
風）

寂
妙
居
士
敬
白

ー
ナ
シ
（
屏
風）

白
雲

�
雪
（
本
書
の
翻
刻）

屏
風
で
は、

こ
の
歌
の
後
に
次
の
奥
書
が
あ
る。

延
享
改
元
之
夏
六
月
旬

寂
妙
居
士
敬
白

返
歌

ー
反
歌
（
屏
風）。

ま
た、

屏
風
で
は、

こ
の
題
の
下
に

帳
の
仕
わ
ざ
に

同
じ
蓮
の

〔
付
記〕

九

月
の
奉
呈
は
時
間
的
に
も
無
理
が
な
い。
「
寂
妙」

の
使
用
例
を
求
め
つ
つ、

年
譜
事
項
と
し
て
の
確
定
を
期
し
た
い。

（
未
完）

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は、

北
澤
光
昭
氏
『『
身
延
山
図
経』

の
研
究』

に
専
ら
依
拠
し
た。

北
澤
氏
か
ら
頂
戴
し
た
学
恩
に
深
く

感
謝
し
た
い。

な
お、

本
稿
は、

令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(

C
)

「
成
島
信
遍
研
究

�
臣
文
人
の
事
績
を
通
し
て
見
る
近
枇
中

期
江
戸
文
壇
の
特
徴
ー」

に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る。
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